


31話　君が嫌い（森さんと鳥野くん）

　森さんは腕まくりをした。特に意味はない。ただ、気合を入れました、というポーズである。

　深呼吸をして、心を落ち着ける。無表情を作った後に、お得意の笑顔を貼り付けた。ポーカ

ーフェイスには、少々自信のある森さんである。

　けれども、しばし逡巡した。本当にこんなことをして良いのだろうか、という罪悪感が心をよ

ぎる。踏み出しかけていた足を止め、目指す人の顔に視線を向けた。彼は一人で本を読んでいる

。休み時間の騒がしい教室の中、彼の周囲だけ時が静寂しているように見えたのは、森さんの錯

覚である。

「鳥野くんは今日も素敵ですね」

　手を胸の前に合わせ、うっとりと森さんは呟いた。ハートが乱舞しているように見えたのは、

周囲のクラスメイトたちの錯覚かどうかは分からない。

「そうですね。これしきのことで、わたしたちの愛は揺らぎませんわ」

　よし、と森さんは拳を握ると、大きな一歩を踏み出した。

「鳥野くん」

　森さんは柔らかい声で読書中の鳥野くんの前に立つ。

「何」

　鳥野くんは顔もあげずに、本のページをめくった。

　これくらいではめげてはいられない。いつものことである。

「わたし、鳥野くんのことが嫌いになりました」

　いつもより少し早口に、森さんが言った。

　鳥野くんがようやく顔をあげる。

「え、何それ」

　いぶかしげに鳥野くんが眉を寄せる。読みかけの本から手が離れ、ページがぱらぱらと巻き戻

って閉じられた。

「ですから、鳥野くんのことが嫌いになったと言ったのです。何だかもう、それは唐突に」

　森さんは常と変わらぬ笑みで再度告げた。

「ちょっと待ってよ」

　大きな音を立てて、鳥野くんが立ち上がる。森さんの肩に手をかけた。手の平が熱い。

「触らないでください」

　森さんは冷たい声で、鳥野くんの腕を払おうとした。その手を、強い力でつかまれる。

「嫌だよ。だって、俺は森さんのことが好きで好きでたまらないんだ。嫌いだなんて、そんな



こと、認めない」

　鳥野くんの瞳は、いつになく真剣だった。瞳の中には、森さんの姿しか映っていない。

「鳥野くん······ごめんなさい」

「森さん」

　鳥野くんの瞳が歪む。森さんは、眉を下げて、肩の力を抜いた。掴まれた手に、もう一方の手

を重ねる。

「ごめんなさい、あなたの気持ちを確かめたくて、こんな嘘を吐いてしまったの。嫌いだなんて

、そんなことないわ。大好きです、鳥野くん」

　恥じらいながら告げた森さんの言葉に、鳥野くんは目を瞬き、それから苦笑する。

「心臓が、止まるかと思った。そういう冗談は、止めてくれよ。不安になったらいつだって言っ

てやるから。好きだ、って」

　はにかみながら、鳥野くんは森さんを見つめて言ったのだった。

　と、いうのが森さんの描いた展開である。

　だがしかし。

「あ、そ。俺も嫌いだよ」

　現実の鳥野くんはあっさり言うと、再び本に目を戻した。

「え」

　森さんの笑みが引いていく。

「え、え？　どういうことですか、鳥野くん」

　蒼白になった森さんは、鳥野くんの肩をつかんで、必死に揺さぶった。

「こら、止めろって」

　森さんの手を払いのけた鳥野くんの手に、離すもんかと森さんはしがみついた。

「嘘ですよね。そんな、信じられません。鳥野くんに嫌われたらわたし、どうしたら」

　森さんはすでに涙目だ。

　鳥野くんは心底呆れたようにため息を吐いた。

「馬鹿」

「馬鹿って何ですか！？　嫌いということですか！？　わたしは大好きです鳥野くんっ」

　森さんは必死で言い募る。

「ばーか」

　鳥野くんは、仕方がないので、苦笑して、最初の森さんの台詞を許してやることにした。



32話　武藤先生と小林先生

　小林先生は、後ろから武藤先生に近づいた。

　わ、と驚かそうとしたところで、くるりと武藤先生が振り返る。両手を口の横に立て、半開き

に唇を開いたところだった小林先生を見て、武藤先生は眉間を押さえた。

「子供のような真似は止めていただきたい、小林先生」

「ちょっとしたお茶目ですよう。武藤先生にはスマイルが足りないなぁって」

　小林先生は笑いながら、頬を指差した。

「足りなくて結構です」

　武藤先生は持っていた大きな三角定規を抱えなおすと、小林先生に背を向けて、廊下を歩き出

した。

「先生、次はどこですか？」

　小林先生は、教科書一冊の身軽さですぐに武藤先生の隣りに並んで歩き出す。

「２年１組です」

　質問に対する答えだけを、武藤先生は完結に述べた。

「わたしは２組です。お隣ですね」

　小林先生は親近感を込めて、親指を立ててみたが、それに対する武藤先生の答えはなかった。

　渡り廊下に差し掛かる。窓から、まだ休み時間で騒いでいる様子の生徒たちが見えた。

「武藤先生、今晩どうですか、一杯」

　小林先生が親指と人差し指で水平に円を作り、それを傾けた。

「遠慮します。勤務中にそういう話はすべきではないと思いますよ、小林先生」

「ええー。たまには寂しい晩酌に付き合ってくださいよう。いや、武藤先生が新婚なのをやっか

んでいるわけでは決してないんですけどね」

　決して決してそういうわけじゃあないんですよう、と小林先生が念を押す。

　武藤先生はため息を吐いた。

「チャイムが鳴りますよ」

　むしろ早く鳴ってくれ、という願いを込めて、武藤先生は足を速めた。



33話　告白相談室（千草くんと鳥野くん）

　なぜだ、と鳥野くんは頭を抱えたい気持ちだった。実際には、額を手に置いて深くため息をつ

くにとどめた。だが、それで憂鬱が逃げてくれるわけでもない。

「ため息を吐くと、幸せが逃げてっちゃうよ、鳥野くん」

　のほほんとした声が、親切に忠告してくれる。

　原因はその声の主だったのだが、当の本人は邪気のない顔で首を傾ける。

「それにしても、ラッキーだったなぁ。また、鳥野くんと話したいなって思ってたんだよね」

「俺はお前と話したくない」

　鳥野くんはきっぱりと言った。誤解のないように、その意思だけを明確に伝えたつもりだ。

　入り口でチャイムが鳴り、いらっしゃいませーと店員の声が響く。

　ファーストフード店である。鳥野くんは、またもや千草くんに発見され、向かいの席を陣取ら

れたところだった。もうこのファーストフード店は利用すまい、と固く決心した鳥野くんだっ

たが、目の前のアイスコーヒーはまだたっぷり残っている。

「まあまあそんなこと言わずに。森ちゃんの話を出来るのは鳥野くんだけなんだから、ちょっと

付き合ってよ」

　にこにこと千草くんは言って、フライドポテトを齧った。

「どこをどう勘違いしたら、そんな結論が出てくるんだよ」

　鳥野くんはため息を隠さなかったが、千草くんの笑顔が曇ることはなかった。どこかを盛大に

勘違いして、心の友と思われてしまったらしい鳥野くんである。

「まあ、今さら隠すことないけど、俺、森ちゃんが好きなんだ」

　はにかみながら、千草くんが言った。

「へえ」

　鳥野くんは生返事である。目がうつろだ。

「で、相談なんだけど、俺はその、告白とかしたほうがいいのかな」

　千草くんの目は真剣だ。

「······したければ、すれば？」

　短くそれだけを言って、鳥野くんはストローを加えた。黒いアイスコーヒーがストローを上が

っていく。

「いやあ、でもさー、確率は低いかもしれないけど、もし、OKされて、俺と森ちゃんが恋人同士
！　とかになっちゃったら、何かもう、幸せすぎてどうしたらいいのか分かんないっていうか」

　もじもじと指を合わせて話す千草くんに、鳥野くんは思わずむせこんだ。



「だ、大丈夫？　鳥野くん」

「······いや、何かもう、勝手にしろよ」

　呼吸を取り戻した鳥野くんは、投げやりに言い捨てた。

「何か怒らせた？」

　ようやく不安げに千草くんが眉を下げる。

「別に」

　短くそれだけを言って、鳥野くんはストローを加えた。黒いアイスコーヒーが再びストローを

上がっていく。

「あ、もしかして、鳥野くんも森ちゃんに告白するつもりだったとか！」

　拳を打った千草くんに、またもや鳥野くんは派手にむせこんだ。

「どうしてそうなる！」

「違うの？」

「お前の思考回路が全くもって理解できないよ」

　鳥野くんは千草くんに対して、諦めの境地に達したのだった。



34話　泉くんと兄　１

　泉くんには大学生の兄がいる。

「おじゃましまーす」

　泉くんは小さな声で言いながら、兄の部屋の扉を細く開けた。綺麗に片付いた兄の部屋は、泉

くんの部屋とは大違いである。

　音を立てないように、そうっと扉を開けて、素早く滑り込み、背中で閉じた。兄が先ほど出か

けたのは知っていたが、こっそりしたほうが、悪戯気分も盛り上がるというものである。

「はあ、相変わらず綺麗にしてんなー」

　床に落ちているものなどなく、四角四面にすべてが整理されている。

「何か面白いものは隠していないんかな」

　鼻歌でも歌いだしそうな足取りで泉くんは部屋の中に進み、本棚に目をつけた。小説や参考書

がきちっと背を向けて並んでいる。

「マンガの一冊もないんだもんなぁ」

　手を伸ばして、一冊を抜き取ってみる。翻訳ものの小説だ。

「面白いのかな」

　同じ作者の本が何冊か並んでいた。ふうん、とつまらなそうな声を洩らしながら、しっかりそ

の作者の名前をインプットした泉くんである。

「とりあえず二、三冊借りてこうかな」

　勝手に決めると、あと二冊抜き出して、整ったベッドの上に置いた。

　あとはー、と歌うような調子で呟きながら、クローゼットに手をかける。両手で取っ手をつ

かみ、扉を引いた。

「お、スーツ発見」

　じゃじゃーん、とセルフ効果音を発して、上機嫌にスーツの上着に腕を通した。一緒に吊っ

てあったズボンはその辺に放っておく。

「なかなか、いいんじゃね？　こりゃあ健兄と見間違えられちゃうかもな！」

　衿を整えながら、泉くんはクローゼットの小さな鏡の前でご満悦だ。袖が多少余っていること

は見なかったことにした。

「ネクタイとかないかな」

　引き出しを漁ってみる。

　そして、夢中になっていた泉くんは階段を上ってくる足音に気がつかなかった。



　扉が開いた音で、はっとしたときにはすでに遅い。

「何してるんだ、連」

　降ってきた低い声に、泉くんは発見したネクタイを手にしたまま硬直する。

「えーっと、今日も男前だな健兄」

　爽やかに笑顔を見せてみた泉くんの頭に、大きな拳骨が降ってきた。



35話　泉くんと兄　２

　泉くんと健兄は二人で居間にいた。

　泉くんはテレビゲームを、その後ろのソファで健兄は携帯電話でメールを打っている。

「ああーっ」

　どかーん、とテレビの画面が爆発した。

　GAME OVERの文字が浮かぶ。
　黒くなった画面に、泉くんのむくれた顔が映る。

「健兄ー」

　泉くんは後ろの兄を振り返った。

「何だ」

　健兄は電話を操作する手を止めずに、とりあえず返事だけはした。

「クリアできない。ちょっと手伝ってよ」

「知らん。うるさい」

　そっけない健兄に、泉くんは頬を膨らませたが、見てもらえなかったので、拗ねてすぐにしぼ

ませた。

「誰にメールしてんの？　彼女？」

「そうだよ」

　からかおうとした泉くんの問いに、動揺も見せずに健兄は答えて、泉くんはますます機嫌を損

ねた。

「彼女、美人？」

「まあな」

「やさしい？」

「ああ」

「でも、俺の彼女のが美人でやさしいよ？」

「彼女なんかいないだろうが」

「何でわかるのさ」

「バレバレだ、馬鹿」

　鼻で笑われて、泉くんは顎に皺を寄せる。ゲームのリセットボタンを押した。

「絶対、健兄が泣いて悔しがるような彼女作ってやるからな。覚悟しとけよ」

「はいはい」

　泉くんは瞳に炎を燃やして、コントローラのボタンを乱暴に叩いた。





36話　兄と泉くん

　健兄は部屋でレポートの作成をしていた。提出期限までにまだ余裕はあるが、早めにやってお

くのが彼の主義だ。

「健兄、ちょっといい？」

　部屋の扉がノックされた。返事をする前に開かれる。

「いいとは言っていないだろう」

　すかさず注意しながら椅子を回すと、弟の泉くんは整った歯並びを見せた。

「何してたの？　レポート？」

　ずかずかと泉くんは健兄の机の傍まで近寄ると、ノートパソコンを覗き込む。わー難しそう、

と楽しげな声で言った。

「レポートだ。お前と遊んでる暇はないからな」

　健兄は泉くんの目的を先取って、釘を刺す。

「別に。遊んでほしいなんて言ってないじゃんか」

　泉くんは機嫌を損ねたらしく、下唇を突き出した。そうして不機嫌を表に出すことが、先の健

兄の言葉を肯定しているのだが、弟はそれに気づいていないものらしい。

「じゃあ何の用だよ」

「······英語の辞書、貸して」

　机の上に並んでいたそれを渡してやると、泉くんはすごすごと部屋を出ていった。

　肩をすくめて健兄はそれを見送ると、再び机に向き直り、レポートに取り掛かる。

　キーボードに手を置いたところで、画面の端の時計を見た。夕方の16時。レポートは、あと3時
間くらいで終わるだろうか、と計算する。夜から始めても今日中には終わるな、と思う。

　難しい顔をして、椅子の背に体重を預ける。ふむ、と十秒ほど手を止めて考えた。

「いや、甘やかしてはあいつのためにならんだろう」

　うん、と頷いて結論を出すと、健兄はすっきりしたように、レポート作成に集中することに

した。

　一方の泉くんが英語辞書への落書きに集中していたことを兄はまだ知らなかった。



37話　雨宮くんと暑い日（雨宮くんと森さん）

　暑い、と雨宮くんは心の声を洩らした。

　雨宮くんは誰もいない公園のベンチに座っていた。昼下がりの、一日でもっとも暑い時間帯で

ある。

　遊ぶ子供も、散歩をする犬もいない。元気なのは蝉ばかりである。

　あーあ、と雨宮くんはため息を上方に吐き出した。せっかく吐き出したのに、重たいそれは憂

鬱に湿気を相乗して、再び自身に降ってくるようである。

　幾何学的な葉の隙間から、描いたように神々しい光が降り注ぐ。その光は雨宮くんの足元に黒

々とした影を作り、この場に縫いとめるようだった。ここにこのまま居ても暑くなるばかりだが

、体が重くて立ち上がる気もしない。

「暑い」

　文句を言えばどうにかなるというものでもないが、再度雨宮くんは呟いて、額に手の甲を置

いた。まぶたを閉じれば、色とりどりのフラッシュを焚いたような光が明滅する。

「誰かと思えば」

　涼しい声に、雨宮くんは目を開けた。白いスカートが視界に入る。

「ああ、誰かと思えば」

　鸚鵡返しのように雨宮くんは億劫そうに言った。

「こんなところで何をしているのですか？」

「······涼んでるんだよ。君こそ何してるの？　森さん」

「涼むのならば、あそこの噴水でも浴びてきたほうが良いのでは？」

　雨宮くんの質問には答えずに、森さんは公園の中央にある噴水を指差した。見た目にも、温い

水を噴き上げているようにしか見えなかった。

「それはいいかもね。一緒にどう？」

「センスのない冗談ね」

　沈黙に蝉の声が響く。暑さは一層増したようだった。

「はあ、馬鹿馬鹿しい」

「それには同意するわ」

　肩をすくめると、森さんは立ち去った。

「何だったんだ、一体」

　雨宮くんはぼやいて、もうすっかり体力を奪われたかのように、ぐったりとうな垂れる。何か

飲みものでも、と頭の隅では警鐘が鳴っているのだが、体は動かなかった。



　うな垂れた雨宮くんの視界に、再び白いスカートが現れる。

「何」

　顔を上げると、缶ジュースを差し出された。

「あなたのことですから、どうせ家から追い出されたとか、下らない状態なのでしょう？」

「······これだから、昔からの知り合いっていうのは嫌だね」

　悪態をつきながら、雨宮くんは缶ジュースを受け取った。

「可愛くないですね、本当に」

「どういたしまして」

　雨宮君は缶ジュースのタブを押した。よく振った炭酸飲料だったらしいそれは、勢いよく噴射

する。

「ふふふ、少しは可愛げができましたよ」

「それはどうも」

　前髪からぽたぽたと甘い雫を滴らせながら、雨宮くんは寒さ以外の理由で肩を震わせたのだ

った。



38話　真夏のアバンチュール（桜木さん）

　夏休み。

　桜木さんは武藤先生に会えない寂しさを、妄想で埋めようとしていた。

「夏といえば、海だよねー」

　携帯に向かって、桜木さんは声を弾ませる。

「そうね」

　そっけない返事は森さんだ。

「一緒に海水浴とか！　意外に色っぽかったわたしに、先生は一目惚れ！　とかなったらどうし

ようー」

　桜木さんは笑いながらクッションを叩いた。

「そうねー。あと数年後にはそうなれるといいわねー」

　森さんの返事に、う、と桜木さんは脇のスタンドミラーに視線を向けた。Tシャツに短パンとい
う部屋着姿は、小学生と身間違えられなくもない気がする。

「い、いやいや、夏といえばやっぱり花火でしょう！　浴衣！　うなじ！」

　ぐっと桜木さんは拳を握る。

「ああ、いいわねえ、花火」

「そうでしょう？　空に咲く大輪の花を見上げるわたし···。ふと気づくと、先生は花火じゃなく

てわたしを見つめているの···。『先生？』　『あ、すまない。花火より、君の横顔が美し

くて』······。とか！　とか！」

　ぎゅーっと桜木さんはクッションを抱きしめた。

「花火大会、この間終わっちゃったわよね」

「う。ええい、それなら夏祭りよ！　浴衣！　うなじ！」

　桜木さんは拳を振って声を高めた。

「浴衣にこだわるのねえ」

「そう！　途中で鼻緒が切れちゃって、『仕方がないな』って苦笑されながらおぶってもらって

一緒に帰るの！」

　桜木さんは、きゃー、と照れながら、クッションを壁に叩きつけた。

「そういえば、桜ちゃん、この間体重がどうとか」

「きゃーきゃー！」

　桜木さんは携帯の通話口を手で押さえたけれど、それでは意味がない。



「ううう、もう何でもいいの。一緒に西瓜割りでも、向日葵畑で追いかけっこでも、山登りで愛

してるーって山びこごっこでも」

「何だかだんだん面白くなってるわよ？」

「先生に会いたい」

　くすん、と桜木さんは鼻を啜った。

「可愛いわねえ、桜ちゃん」

「ありがとうリンリン」

　耳元の笑みの気配に、桜木さんも頬を緩ませた。

「ところで、数学の宿題で分からないことがあるから、電話をしてきたのだったわよね？」

「そうでした」

　あっという間に涙も引いて、桜木さんは開いた教科書を引き寄せたのだった。



39話　アタリ！（千草くん）

　千草くんはアイスを食べていた。

「あっつい日ーはーアイスーひえひえー」

　作詞作曲千草くんである。

　最後の一口を食べ終わる。

「あ」

　棒にアタリ、の文字が印字されていた。千草くんの瞳がきらきらと輝いた。

「わー、わー！」

　きょろきょろと周りを見回すけれど、通りすがりの人に妙な目で見られただけだ。

　この喜びと驚きを分かち合える人がいない。

「えーと、そうだ！」

　思いついて、千草くんは携帯電話で写真を撮った。すぐにメールに添付して送信する。相手は

、最近親しくなった（と千草くんは思っている）鳥野くんだ。

「えへへ」

　にこにこと返事を待ってみる。

　だがしかし、待てど暮らせど返信はかえってこなかった。

「うーん。携帯、見てないのかな」

　おそらく１日待っても１週間待っても、返信はこないだろう、とは露ほども思わず、千草くん

は他のメールの宛先を思い浮かべた。

　クラスの男子の顔がいくつか浮かんだが、大して感動してもらえそうもない。それではせっか

くの喜びも半減というものだ。

「はっ、これは森ちゃんにメールするチャンスかも」

　これならば、ごく自然な流れで森さんとメールのやり取りができるのでは、と千草くんは思

った。

「ああでも、こんなことでいちいちメールするなんて、小さい男だと思われるかも」

　急上昇したテンションが一気に下がる。

「あ、泉くんはどうかな」

　あまり話したことはないが、ノリの良い感じの男子に見えた。

「あ、アドレス知らないや」

　うーん、と数秒悩み、泉くんと同じクラスの鳥野くんにメールで訊いてみることにした。



「よし、送信！」

　えい、と送信ボタンを押す。

　しかし、いくら待てども返信はこない。先ほども同じことをしていたのに、千草くんはようや

く気がついた。

「忙しいのかなー、鳥野くん」

　ちぇー、と千草くんは携帯を顎に当てる。

「あ、森ちゃんに訊いたらいいんじゃん。はっ、でも泉くんをダシに森ちゃんにメールしような

んて、失礼かな。どうしよう」

　そうだ、鳥野君に相談しよう、と片手で素早く文字を打って、

「よし、送信ー」

　携帯電話を空に掲げた。

「あ、そういえばさっきから返信きてないんだった······あれ？」

　送ったところで思い出したが、今度はメール自体が送信できていなかった。

「アドレス間違えた？　あれ？　でもさっきまで······」

　確認して再送してみてもエラーメッセージが出てしまう。

「うーん、どうしたんだろう。まさか、鳥野くんの身に何か？」

　心配した千草くんは森さんにメールを送ってみる。

　すぐに返事が返ってきた。

「『鳥野くんなら、特に誘拐されたり人質に取られたということもなく、元気ですよ？』、か。

はー、良かった！」

　胸をなで下ろし、笑顔になったところで、千草くんは右手の携帯の相手と左手のアイスのアタ

リ棒に気がつき、しまった！と青い空を仰いだのだった。



40話　うっとうしいくらい傍にいます（森さんと鳥野くん）

　森さんは、鳥野くんの家のチャイムを鳴らした。両親は共働きなので、夏休みといえど、家に

いることはほとんどない。

「はい」

　眠たそうな声はやはり、鳥野くんのものだ。

「こんにちは、鳥野くん」

　インターフォンに向かって、森さんはとっておきの笑みを見せる。

「······訪問販売ならお断り」

「寝ぼけていらっしゃるにしても、その冗談は冴えませんね」

　インターフォン越しにも、ため息を吐かれたのが分かった。

　ややあって、ドアが開かれる。

「まだ寝てたんだけど」

　言葉通り、服は部屋着のまま、髪は重力に逆らって立ち上がっている。

「そうだと思いました。でももうお昼すぎですよ？」

「寝たのが明け方だからいいんだよ」

「また本を読んでいたのですか？」

「何か用？」

「鳥野くんの顔を見たいと思いまして」

　鳥野くんは、森さんの笑顔にしかめ面で返した。やがて面倒になったようにため息を落とす。

「まあいいや。上がれば？」

「はい、お邪魔します」

　着替えてくる、と鳥野くんが二階に上がってしまったので、ご飯でも作ってあげましょうかと

森さんは台所に立った。

「えーと」

　とりあえず、腕まくりをする。

　瞬きを二回。

　ぽん、と拳を打った。

「エプロンが必要ですね」

　きょろきょろと台所を見回すけれど、目的のエプロンは見当たらなかった。

　そこへ、欠伸をしながら鳥野くんが下りてくる。

「あ、鳥野くん。ちょうど良いところへ。エプロンを貸していただきたいのですが」

「エプロン？　何でまた」



　鳥野くんは不審な顔をしながらも、戸棚からエプロンを出して森さんに渡した。

「鳥野くんにご飯を作って差し上げようと思いまして」

　ご機嫌に笑いながら、森さんはエプロンの紐をきゅっと締めた。

「·······」

　鳥野くんは半眼になり、何かを言いかけるが、諦めたように、冷蔵庫を開いた。中から牛乳を

取り出す。戸棚からコップも出して、並べて置いた。

「コップに牛乳入れて？」

　鳥野くんが森さんに言う。

「はい」

　意図がよく分からないままに、森さんは頷いて牛乳をコップに注いだ。

「どうもありがとう。俺はこれで充分だから」

　鳥野くんはわざとらしく微笑むと、牛乳を冷蔵庫にしまって、コップを手に居間のほうへ行っ

てしまう。

「もうー」

　森さんは不服そうにエプロンの裾を掴んだ。

「牛の真似ですか」

「違います」

　からかう鳥野くんの声を追いかけるように、森さんも居間へ移動する。

「今日はこれから図書館に行くつもりだったんだけど」

　鳥野くんはリモコンでテレビをつける。チャンネルを一通り回して、再び消した。

「わたしもご一緒して良いですか？」

　森さんはまだエプロンをつけたまま、鳥野くんの隣りのソファに座った。

「別にいいけど、相手はしないよ？」

　いつものことじゃないですか、と森さんはくすくす笑う。

「わざわざ無意義な時間を過ごそうとするんだから、物好きな奴」

　呆れたというより、理解できないという風に鳥野くんは肩をすくめた。

「何を言われましても、嫌いになどならないのですよ、鳥野くん」

　鳥野くんの本日三回目のため息は、多少わざとらしいものだった。



41話　少しだけ遠かった頃（森さん）

　中学の最初の二年間はクラスが別だった。

　三年生になって、クラスが一緒になっても特に感慨はなく、会話という会話もなく、一学期が

終わろうとしていた。

　本を読んでいる姿をよく見かけた。読書が好きだっただろうか、と思い出してみる。以前はそ

んな印象はなかった。

　いつの間に、好きになったんだろう。

　深い意味はなく、ぼんやりとそんなことを思ったりもした。

　クラスの男子とあまり話しているところは見かけない。

　かといって仲が悪いというわけでもない。そつなく振舞っているように見えた。そんなことを

する人だっただろうか。

　小さな子どもの頃とそれは比べても仕方がないけれど。

　一番仲が良いのは雨宮くんらしい。

　一緒にいるところをよく見かけた。

　雨宮くんは苦手だ。性格が悪いと思う。あまり好かれていないのは一目瞭然で、雨宮くんは鳥

野くん以外と話そうともしなかった。

　鳥野くんはいつもつまらなそうだな。

　そう思ったのは何がきっかけだったろう。

　きっかけなんていうものは特になかったのかもしれない。いつの間にか目で追っていて、ずっ

と見ていたから、そんな風に思うようになったのかもしれない。前はもっと笑っていたような気

がする。

　少し、寂しいような気がした。

　けれども、どうして、なんて聞けないし、聞いたところで怪訝な顔をされるだけだろう。

　鳥野くんも、小さな頃の幼なじみなどに、感慨も何もないだろう。

　彼は何に対しても関心が薄いように見えた。それがつまらなそう、と感じた理由かもしれない

。

　雨上がりの帰り道だった。結構な雨の量だったので、道には大きな水たまりができている。

　前方から車がやって来た。

　ああ、水がかかってしまうかもしれない。そう思ってなるべく歩道の端に寄る。

　だが、予想外にスピードを出してきた車は、予想外に大きな水飛沫を上げて、エンジンの音も

高く通り過ぎていった。



　森さんは頭からずぶ濡れである。

「何ということでしょう······」

　半ば呆然として、森さんが呟くと、後ろから笑いを噴出す声が聞こえた。

　振り返ると、鳥野くんだ。

　目が合う。

「人の不幸を笑わなくとも良いではないですか」

　森さんは恥ずかしさも手伝って、多少咎めるように言った。

「ごめん。絵に描いたみたいに、見事に水かけられてたから」

「水も滴るいい女になりましたでしょう？　笑うなんて失礼です」

　濡れたスカートをつまんで言うと、再び鳥野くんが笑った。

「何それ。意味がわかんないよ」

　家が近所なので、何となくそのまま連れ立って歩き出した。車道寄りなのは森さんのほうだ。

「普通、場所を変わってくれるものではないですか？」

「また車が通ってくれたら面白いね」

「わたしがずぶ濡れになるのがそんなに面白いですか」

「自分がずぶ濡れになるよりは」

　こんな人だっただろうか、と森さんは頭が痛くなりそうだった。

　それでも、何だか嬉しい。

「何、笑ってるの？」

「あら。なぜかしら」

　森さんは頬を押さえた。

「変なの」

「鳥野くんだって笑ったじゃないですか」

　何となく、顔を合わせて笑ってしまう。

　二人は、少しだけ昔の距離に打ち解けて、少しだけ一緒にいることを面映く感じるようにな

った。

　



42話　鈍い気持ち（鳥野くん）

　いつからだろう。のん君のん君、と後をついて離れなかった森さんが、自分といるより、他の

友だちといるようになったのは。それは自然の流れで、寂しがるほどのことではなかったけれど

。

　けれども、毎日はどんどん色褪せて、退屈なものになっていった。

　勉強なんて、簡単すぎてつまらない。友だち付き合いも、ただの馴れ合いに見えて、下らなく

感じた。

　毎日は同じことのくり返し。何もかもが馬鹿馬鹿しくて、そんな風にしか感じられない自分が

、最も馬鹿だと思っていた。

　三年になって、森さんと同じクラスになった。

　彼女の周りだけ、色づいて花やかな気がした。そんな錯覚に、苛立たしさを覚える。

「ねえ」

　と、何を気に入ったのかやたらと絡んでくる雨宮が笑いかけた。

「鳥くんって、どこか欠けてるよね。普通になれないっていうか」

　それが何だというのだろう。完璧な人間などいない。誰だってどこかが欠けている。そんなも

のだろう。

「ふふふ、面白いなぁ鳥くんは。それに真面目だよね。俺の質問に真正直に答える辺りが」

　別に、お前に面白がられる筋合いなんかないよ。

　放っておいてほしかった。

　けれども、かなり邪険に扱っても、雨宮は構わずに話しかけてくる。よく分からない。変な奴

。

　だけど、俺に何を言われても傷つかない。そう思えるのは、楽だった。

　電車で、時々森さんと同じ車両に乗り合わせる。

　家が近所なので、その割合も少なくはなかった。二人とも帰宅部だったせいもある。

　話しかけてみようとは思わなかった。

　第一、何を話していいのか分からない。

　新しい友人もたくさんでき、森さんはずっと昔の幼なじみのことなど忘れているかもしれなか

った。

　電車の中で時々ちらりと森さんの顔を窺う。妙な距離感は、あまり居心地の良いものではなか

った。



　それならば、別の車両を選んだり、時間をずらしたりすれば良いのに、姿を見かければ同じ車

両に乗ってしまう。

　女々しくて、そんな自分にますます嫌気が差した。

　目を向けまいと思うほど、瞳は自然と追ってしまう。

　森さんはドア近くに立ち、外の景色を眺めていた。その瞳が、あ、と嬉しそうに開かれる。

　視線を転じれば、雨上がりの空に虹がかかっていた。

　ああ、綺麗だな、と思った。

　こんなふうに彼女の世界は見えているのか、と思った。



43話　笑ってほしいなぁ、とか（森さんと鳥野くんと雨宮くん）

　森さんは、両手を頬に当てて、ぎゅっと力を入れた。

「······」

　鳥野くんは胡乱な目でそんな森さんを見上げる。

　反応がないのを見てとると、森さんは今度は指で両頬をつまんで横に引いた。

「······何がしたいの？」

　仕方なく、といった感じで鳥野くんが問う。延々と目の前で百面相をされては堪ったものでは

ない。

　森さんは唇を尖らせた。

　その森さんの後ろから手が伸びてきて、彼女の目じりを指で吊り上げる。

「······」

　鳥野くんはもうこれ以上は呆れられないくらい、瞳に蔑みを込めた。

「何をするんですか、雨宮くん」

　森さんは振り返って、抗議をする。

「協力してあげたんじゃないか」

　雨宮くんは薄っすらと唇に笑みを浮かべた。

「何でもいいけど、他所でやってよ。うるさい」

　鳥野くんはため息を吐いて、読みかけの本に目を落とした。

　少し森さんと打ち解けてからというもの、鳥野くんの周辺は少し騒がしくなった。鳥野くんは

本を読むペースが少し落ち、呆れたり、怒ったり、という顔をみせることが多くなった。

「ほら、鳥野くんが機嫌を損ねてしまったではありませんか」

「俺のせい？　高い声で騒いでるのは森さんだろう？」

　二人はむっとにらみ合う。

「鳥野くん、お邪魔虫は雨宮くんですよね？」

「鳥くん、もともと仲が良かった俺たちの間に突然割り込んできたのが森さんだろう？」

　二人は鳥野くんに詰め寄った。

「まあ。もともと仲が良かったのはわたしと鳥野くんですよ？　何といっても、幼なじみなので

すから」

「たまたま近所に住んでただけだろう？　俺は現役の鳥くんの親友だ」

　鳥野くんに詰め寄ったまま、二人は至近でにらみ合った。そのまま頭突きでもしかねない勢

いだ。

　鳥野くんは深いため息をついてうな垂れる。



「鳥野くん、こんな性格の悪い人、親友なんかじゃありませんよね？」

「鳥くん、俺たちの仲の良さをこいつにちゃんと教えてやってよ」

「あのなぁ」

　さらに詰め寄ってきた二人に、鳥野くんは一発がつんと言うべく顔を上げた。

　しかし、がつんと言ったのは三人のおでこだった。

　鳥野くんが顔を上げた勢いで、三人の額が見事に衝突したのである。

　声にならない声を上げて、三人は距離を取ると、己の額を手で押さえた。そうとう痛かったら

しい。

　ぷっ、と笑いが洩れたのは、何となく一部始終を見守ってしまっていたクラスメイトの一人だ

った。一人が笑い始めると、それはクラス中に伝染する。教室は笑いに包まれた。

「あああ、恥ずかしい」

「お前のせいだぞ」

　恥ずかしさに顔を赤らめる森さんに、涙目になりながら雨宮くんが突っかかった。

　鳥野くんは額を押さえながら呆然としていたが、クラスの笑い声に釣られたように、口元を緩

める。くすくすと笑いだしたと思ったら、お腹を抱えて肩を震わせた。

「と、鳥野くん？」

「え、何。笑ってるの？」

　驚く森さんと雨宮くんを、目尻の涙を指で拭いながら、鳥野くんは見上げる。はぁ、と笑いの

残る呼気を洩らした。

「馬鹿みたいだ」

　自嘲も蔑みもなく、ただ、照れ隠しのように鳥野くんは言った。



44話　欠陥品（雨宮くん）

　窓の向こうの空は曇天だった。

「降るなら早く降ればいいのに」

　口の中で雨宮くんはぼやく。

　教科書を読み上げる教師の声が、雨音のようにただのノイズとして耳から耳へ通り過ぎる。

　あまり人を当てない教師だ。ひたすら教科書を読んで、ひたすら板書をする。

　後で鳥野くんにノートを写させてもらおう、と雨宮くんは勝手に決めて、退屈そうにシャープ

ペンを回した。

　窓越しに、前の席の鳥野くんを見る。

　小さく欠伸を洩らしていた。

　声を出さないよう、唇だけで雨宮くんは笑む。

　やっぱり、俺たちって似てるよな、と声に出さずに語りかけた。

　この中学校に入学して、大体クラスの連中がどういう奴なのか把握したとき、予想通り、つま

らない奴ばかりだと思った。くだらないことで騒いで、くだらないことで意地を張って、くだら

ないことで笑う。馬鹿だな、と思った。

　けれども鳥野くんだけは違った。クラスの喧騒には常に無関心。周囲に合わせているときも外

れるよりは面倒でないからそうしているだけで、一歩も二歩も彼らから引いている。波風を立て

ない術を心得ながら、腹の底では全てに飽いて馬鹿にしている。

　彼となら、有意義な関係が作れるのではないか、と思えた。

　話しかけてみると、そつなくあしらわれて距離を置かれた。

　もっと話しかけてみると、しだいにうっとうしがられるようになった。

　それが楽しい。大概、自分はひねくれていると思うけれど。

　教師の長い板書が始まった。

　前の席を窺うと、鳥野くんがシャープペンを動かす様子はない。

　仕方なく、雨宮くんはノートを広げた。

　成績などどうでも良かったけれど、あまり悪いと親も教師もうるさい。それならば、面倒でも

ある程度良いレベルを保ったほうがよっぽど楽だ。

　鳥野くんも、たぶん同じ考え方をするはず。よく、似ているのだ。けれどもそれを指摘しても

、彼は喜ばないだろう。分かってくれる人がいる、と嬉しがったりしないはず。実際、言ってみ

たけれど、全然似ていないよ、と冷たい笑みで一蹴された。

　彼は俺を好きにならない。だから安心して一緒に居られる。



　結局のところ、面倒なのだ。

　誰と誰が仲が良いとか、誰が誰のことを好きだとか、すべてうっとうしい。

　誰にもやさしくなどしたくないし、誰のやさしさも欲しくない。

　結局のところ、自分には重要な何かが欠けているのだ。おそらくは。

「誰だってどこかが欠けている。そんなものだろう」

　その言葉が嬉しかったんだと言ったら、きっと迷惑そうな顔をするだろう。

　その様がありありと想像できて、雨宮くんは小さく笑った。



45話　愛の告白（森さんと鳥野くん）

「鳥野くん鳥野くん、一緒に帰りましょう」

　教室を出ようとしていた鳥野くんの後ろから、森さんが追いついてきて隣りに並んだ。

　ひやかしの視線を、鳥野くんは冷たい一瞥で追い払う。

　同じ眼差しで隣りの森さんを見た。

　男女が一緒に帰ってもただの仲の良い友達と見てもらえるのはせいぜい小学生までだろう。中

学に上がれば、なかなかそうもいかない。

「手でもつなぎますか？」

　挑戦的に、森さんは綺麗に微笑む。

　存外負けず嫌いな森さんだ。

「つながない」

　鳥野くんは諦めて歩き出した。あら残念、と森さんは大して気を損ねた様子もなく鳥野くんに

ついてきた。

　電車に乗る。

　この授業の先生は面白い面白くないだとか、明日の小テストの話だとか、他愛のない話をして

、それが尽きれば黙っていた。

　最寄の駅について、また並んで歩き出す。家の傍まで同じ道なのだ。

「ねえ」

　ずっと黙していた鳥野くんが口を開いた。

「はい」

　静かな声音で森さんが応える。

「どういうつもりか知らないけど、俺に構ったって、つまらないだろう？　変な噂だって立てら

れるし、何もメリットなんてないと思うけど」

　淡々と鳥野くんが言った。

　森さんが立ち止まったので、数歩を先に行ってから、鳥野くんも立ち止まった。

　森さんは真っ直ぐに鳥野くんを見つめた。表情はない。

「冗談ならば、本当につまらないですね」

「悪かったな」

　鳥野くんも表情を消している。

「本気で言っているのならば、わたしは鳥野くんをひっぱたいて良いレベルです」



「それはごめんだな」

「わたし、怒っているのですけど」

「勝手に怒ればいい」

「泣いてもよいですか」

「泣くのは、止めてほしいかもしれないな」

　鳥野くんは目を逸らした。

　森さんがようやく微笑む。

「それならば、良いではないですか」

「え？」

　鳥野くんが顔を上げる。

「ねえ、他の女の子が同じ台詞を言ったなら、勝手に泣けばと鳥野くんは言うでしょう？　それ

はわたしの自惚れではありませんよね」

「たぶん、そうだろうね」

　鳥野くんは苦い顔をする。

「今はそれで充分です。わたしも、今はただ、他の方と一緒に帰ったりおしゃべりするよりも、

鳥野くんと一緒にいたいだけ。他の方の笑顔より、鳥野くんの笑顔が見たいだけ。それで良いで

はないですか」

　森さんはすっきりしたように笑い、歩きだすと、まだ立ち止まっている鳥野くんを追い越し

ていった。

「何だよそれ」

　鳥野くんは、森さんに背中を向けたまま、空を仰いで、緩みそうな口元を引き締めるために眉

を寄せた。一番星が、まだ明るい空に負けじと光っていた。



46話　がんばれ千草くん！

　千草くんは森さんが好きだ。

　特別な関係を欲しているわけではない。

　ただ、挨拶を交わすだけでも、最高に嬉しくなれるのだ。

　朝、登校中に、森さんを見つけて、千草くんは眠気も吹き飛ばして手を上げた。

「も」

　と口を開けて、路上に止まっていた車のミラーで寝癖がないか点検する。

　ばっちりだ。

　けれども、とはたと考える。

「あら、千草くん。寝癖がついているわよ。仕方ないですね」

　と森さんが素敵に微笑みながら髪を撫でてくれるのではあるまいか。

　千草くんは上げた手で前髪を掴み、ぎゅっと上に引っ張り上げてみた。手を離すと、すとんと

元のとおりに落ちてしまう。己のサラサラヘアーがこの時ばかりは恨めしかった。

　仕方がない、挨拶だけでも、と思い顔を上げた時には、もうすでに森さんの姿は消えている。

「しまった！」

　千草くんは頭を抱えて嘆いた。

　千草くんは時々教科書や辞書を忘れることにしている。

　重要なのはさり気ない頻度、そして隣りのクラスの時間割だ。

　今日は英和辞典を忘れた。

「あー、英和辞典忘れちゃったなー。隣って英語あったかなー。ちょっと借りてくるー」

　自分では完璧にさり気ないと思っている台詞を呟いて、生温かい笑みで手を振る友人に見送

られ、千草くんはうきうきと隣りのクラスへ向かう。

「こんにちはー。森ちゃんいるー？」

　後ろのドアから教室を覗く。

「あ、千草くんじゃん。どうしたの？」

　寄ってきたのは泉くんである。

「森ちゃんは？」

　重要なのは、用件ではなく、彼女である。ここで用件を告げようものなら、彼に英和辞典を借

りる羽目になってしまうではないか。

「森さん？　ああ、いたいた。おーい」

　親切な泉くんが、教室の奥で友だちと話していた森さんに声をかけてくれる。

　ぱっと顔が明るくなった千草くんの前にぬっと現れたのは、鳥野くんだ。



「忘れ物は何」

　的確に千草くんの用件を問う。

「う」

　ここで忘れ物ではない、と答えれば、森さんに英和辞典を借りることはできない。だがしかし

、答えてしまえば鳥野くんに借りざるを得ない。親切な友人も困ったものだ、と千草くんは呻く

。

「分かった。今日は鳥野くんとの友情を取るよ」

　千草くんは心で泣きながら、鳥野くんの肩に手を置いた。

　何を言ってるんだお前は、という険悪な鳥野くんの顔は心の涙で霞んで見えなかった。

「あーあ。今日はちっとも森ちゃんと話せなかったなー」

　同じクラスだったらな、と何度も思ったけれど、違うクラスなのだから仕方がない。

「はいはい、残念だったな。早く帰ろうぜー」

「うー」

　友人に促され、千草くんはしぶしぶ席を立つ。鞄を取りながら、何気なく窓の外に目を向けた

。

「あ！」

　鞄を落とし、慌てて窓を開ける。

「森ちゃーん！」

　大きな声で呼んだ。

　森さんはきょろきょろと左右を見回してから、ようやく気がついたように振り返って上を向く

。

「ばいばい」

　千草くんは笑顔で手を振った。森さんも笑顔で手を振り返す。

「へへっ」

　しばらく森さんの後姿を見送ってから、千草くんは窓を閉めた。

「今日はいい日だったなー！」

　清々しい笑顔で、千草くんは言った。

　幸せなやつ、と友人が呆れたように呟く。

　締りのない笑みを、千草くんは返して、ご機嫌なブイサインを作った。



47話　お弁当（泉くんと桜木さん）

「あああ」

　と呻き声を上げて、桜木さんは顔を覆った。

「あらあら」

　と上品な笑みで、面白そうに森さんがそんな桜木さんを見つめている。

「どうしたの？」

　気になった泉くんが声をかけた。

「お弁当を作ってきたんですって」

　口元に綺麗に指先を揃えて森さんが教えてくれた。

「へーえ」

「ふたつ」

　森さんは揃えていた指を三本曲げる。

「へえええ」

　泉くんは桜木さんの机の横の小さなバッグを覗き込んだ。

「あああああ」

　桜木さんはさらに呻き声を上げて顔を覆ったまま机に突っ伏した。

「わざわざ俺の為に。悪いねえ、桜木さん」

　泉くんが軽い笑みで言う。

「違う！」

　桜木さんは勢いよく顔を上げてきっぱりと告げた。

「照れちゃって」

　つん、と泉くんは桜木さんの額に人差し指を突いた。

「もうー、泉くんはどうでもいいのー。あああああ、どうしようリンリンー」

　桜木さんは乱暴に泉くんの手を払いのけて、森さんに抱きついた。

「あらあら」

　森さんは桜木さんの頭を撫でる。

「こんな、手作りのお弁当とか、渡したら引かれちゃうよね、何で作ってきちゃったんだろー」

「大丈夫よ。何なら、それとない言い訳を考えてあげるわ」

「リンリン女神っ」

　桜木さんがハートを乱舞させる。

「仲良しだなー」

　泉くんはそんな二人を微笑ましく見守った。



　ついに決戦のお昼休み。

　桜木さんはお弁当の入った袋を持って、震える足で目的の場所に向かって廊下を歩いていた。

袋の中を確かめる。自分の分より少し大きなお弁当。もう彼がお昼を用意していたら、という可

能性を考えた。こっそり確認して、もしそうだったら見つからないように戻ってこよう。その可

能性のほうが高い。森さんには、散々、お昼休みよりも前に渡しておけと言われたのだが、どう

しても思いきれなくて、あっという間にお昼休みになってしまった。

　渡せない確率を自分で高めたかったのかもしれない。

　階段に差し掛かる。

　階段を降りて、渡り廊下を渡ったらもうすぐだ。

　もし、渡せない理由が何もなくて、渡せてしまったらどうしよう、と不意に思った。

「あああああ」

　恥ずかしくて目が回りそうで、思わず顔を覆ってしまう桜木さんだったが、そこが階段だとい

うことを忘れていた。

「あっ」

　足を踏み外しそうになって慌てて腕をぶん、と振ってバランスを取る。手すりを掴み、何とか

落下を避けてホッとしたのもつかの間、

「ああっ」

　持っていたお弁当の袋が手を抜けて、階段を落ちる。段差を不器用に弾んだ袋は、踊り場に到

着するとくるくると回って、階段を上ってきた生徒の足に踏まれそうになった。

「あああっ」

　桜木さんは無駄と知りながら手を伸ばす。

「っと。何だあ？」

　踏む前に気づいた生徒が、袋を拾い上げた。

「ああああー」

　桜木さんが慌てて階段を下る。

「あれ、桜木さん」

　お弁当を拾い上げたのは、泉くんだった。購買に行ってきたのだろう。腕に山とパンを抱えて

いた。

「あの、それ」

　と桜木さんは泉くんの拾ったお弁当の袋を指したが、中身はもうぐちゃぐちゃだろうな、と思

うと、じわりと涙が滲んだ。渡すのは怖かった。渡せなくてもいいと思っていた。ああけれども

、本当に本当は渡したかったんだな、と今さらに気がつく。



「何だ。やっぱり俺のためのお弁当なんじゃん」

　顔を上げると、泉くんが笑っていた。

「違うよ！」

「照れちゃって」

　泉くんはお弁当の袋を持ったまま、階段を上っていく。

「そんなに、パン買ってるくせに、食べられないでしょう」

「成長期男子の胃袋を甘く見るなよー」

　振り返らずに泉くんは手を振った。その拍子に、クリームパンが一個、零れて落ちる。

「落としてるし」

　足元に落ちてきたそれを桜木さんは拾い上げて、ええい、と階段を駆け上がった。



48話　力こぶ（五十嵐さん）

　おおー、と歓声が上がった。

　五十嵐さんの腕の力こぶに対してである。

「すごい」

「格好いい」

　主に女子から大絶賛だが、五十嵐さんは苦笑した。

「弓道部員なら、これくらい普通だって」

　その台詞に、再び、「男前！」「クールビューティ！」とハートが飛び交う。

「ねえねえ、触ってもいい？」

　照れながら、桜木さんが尋ねた。

「いいけど」

「きゃー」

　どぎまぎしながら、桜木さんが五十嵐さんの二の腕の力こぶに触れる。

「わーすごーい」

「わたしもわたしも」

　と次々に女の子達の手が伸びた。

「俺も俺もー」

　と泉くんが混ざってくる。

「そんなに殴られたいのかお前は」

　容赦なく五十嵐さんの拳が飛んだ。

「わたしもできるかしら」

　えい、と森さんが腕を曲げてみる。

「あ、ちょこっとできた？　わたしもわたしも」

　つられて女の子たちが次々に力こぶ作りを試してみる。

「俺も俺もー」

　と得意げに力こぶを見せ付けてきた泉くんに、再び五十嵐さんが力こぶの威力を発揮したのだ

った。



49話　親友（鳥野くんと雨宮くん）

　親友というのを、気が合う友だちというのなら、たぶん俺たちはそうじゃない。まあ、俺はそ

うだって言ってもいいんだけど、鳥くんはきっと否定するだろう。きっとじゃないな。100％確
実に。疑う余地なし。

「あ、鳥くーん。おはよう」

　昇降口でたまたま、鳥野くんに出くわした雨宮くんは、なけなしの爽やかさを総動員して、自

分の把握している最大限の親しげな笑顔で手を振った。

　距離は２メートルほど。

　鳥野くんは振り向くこともなく、靴から上履きに履き替えると、雨宮くんに背を向けた。

　聞こえなかった、という好都合な解釈はできなくもないが、確率は低いだろう。けれども朝と

いう条件に、鳥野くんが朝に弱いという仮定を加味すれば、無理な解釈というほどでもない。何

より、賭けをするならば、低い可能性に賭けることに醍醐味を覚える雨宮くんである。

「とーりーくーんー」

　心持ち声を大きく高くして、雨宮くんは大股で鳥野くんとの距離を詰めようとした。が、途中

で障害物にぶつかって、思いきり突き飛ばされる。突き飛ばされたのは他でもない。障害物は物

ではなく人間だったからだ。

　雨宮くんは後ろに半歩下がっただけで衝撃に耐え、障害物に冷たい視線を向けた。

「何、邪魔なんだけど」

「わたしには、鳥野くんを魔の手から救うという使命がありますから」

　障害物が、腰に手を当てて悪女のような笑みを浮かべる。

　雨宮くんはため息を吐いた。鳥野くんのためにも、彼女を倒さなければと秘かに任じている雨

宮くんだが、それはまた次の機会にすることにした。朝からそんな重い仕事はこなせない。何を

隠そう、雨宮くんは朝に弱かった。

　昼休み。雨宮くんは学食で味噌ラーメンを注文した。ラーメンは醤油派なのだが、たまには気

が変わることもある。

「はいよ、味噌。お待たせ」

「ありがとう」

　学食のおばちゃんから味噌ラーメンを受け取った。

「味噌ラーメンください」

　隣りにやって来た生徒が、味噌ラーメンを注文した。おや、と雨宮くんが顔を上げると、鳥野

くんだ。

「あれ、鳥くん今日は学食なの？　珍しいね」



「ああ、雨宮か」

　笑顔の雨宮くんに、鳥野くんは無感動な目を向けた。そしてその視線が、雨宮くんの味噌ラー

メンに向く。

「俺も今日は味噌ラーメンにしたんだ。気が合うね」

　親指を立てるのははしたない気がしたので控えたが、気持ちとしては両の親指を立てたいほ

どだった。

「······」

　鳥野くんはノーコメントだ。否定されなかっただけ、肯定の可能性はあるのではないか、と雨

宮くんは前向きに考えた。

「あ、席とっとくよ」

　雨宮くんは気が利くところを見せようとした。

「いや、一人で食べたいから」

　拒否されたが、優しい鳥野くんは席を取っておけばきっと一緒に食べてくれるだろうと雨宮く

んは都合よく決め付けて、意気揚々と二人分の席を確保したのだった。

　帰り道。雨宮くんは本屋に立ち寄った。目当ての小説家の新刊が出ているはずだった。

　店頭の新刊台に真っ直ぐ向かう。

「えーと」

　探すと、台の一番端に１冊だけ残っているのを見つけた。メジャな作家ではない上、小さな本

屋なので入荷する冊数も限られているのだろう。

「ラッキー」

　何にせよ、無くなっていなくて良かったとさっと最後の１冊を取り上げると、

「あ」

　同じ本を取ろうと横から伸びてきた手から横取りするような形になってしまった。

　反射的に顔を上げると、何と鳥野くんだ。

「あれ、鳥くんももしかしてこの人のファンなの？」

「······まあ」

　しぶしぶといった感じで肯定の返事が返ってきた。視線が好意的ではないのはいつものことな

ので、雨宮くんは大して気にしなかった。好きな小説家が一緒だった、という興奮で自分が最後

の１冊を取ってしまったことは忘れている。

「へえ、へええ！　嬉しいなぁ。さすが親友だね。やっぱり気が合うよね、俺たち」

　他にこの作家さんは？　と何人かの名前を挙げると、

「まあ、読むけど」

　と鳥野くんは頷いた。雨宮くんはますます笑顔になる。気が合うな親友！と青春ドラマのよう

に鳥野くんの肩を抱きたかったが、絶交される危険性があるので我慢した。代わりに手にした本



をぎゅうっと抱きしめる。

「それ」

　鳥野くんが雨宮くんの胸の本を指差した。

「え、これ？」

　雨宮くんは素直に鳥野くんに少し温もった本を手渡した。

　受け取った鳥野くんは、にこりと微笑んだ。

「ありがとう」

　爽やかに告げると、背を向けてレジへ行く。

「え、あ」

　最後の１冊、と手が鳥野くんの背中を追いかけたけれど、鳥野くんの笑顔と引き換えならばと

健気に雨宮くんは拳を握ったのだった。



50話　お下がり（泉くんと兄）

「蓮、これやるよ」

　居間でテレビを見ていた泉くんは、上から降ってきた赤い物に視界を遮られた。

「何だよいきなりー」

　泉くんは抗議の声を上げつつ、頭に引っかけられたそれを取り上げて広げた。Tシャツだ。

「よれよれじゃん」

　兄がよく着ていたのを覚えている。

「そうなんだよ。俺はもうそんなよれよれのTシャツ着れないから、あげようと思って」
「何だよそれ。そんなら、新しいのを買ってくれよな」

　泉くんは文句を言いながら立ち上がる。

「まだ着れるのにもったいないからさ」

　腕組みをする兄の横を泉くんはすたすたと通り過ぎて、居間を出て行った。

　兄は閉められた戸をそっと開けて隙間から泉くんの様子を覗く。居間の向こうは玄関だ。そ

こで、姿見に向かってTシャツを合わせている泉くんを見ることができた。真剣な顔に笑みが浮か
んでいる。兄は笑いを堪えるのに必死だった。

「蓮、これやるよ」

　また明くる日、泉くんは兄にジャージをもらった。裾が擦り切れている上に、ゴムも抜けて

いる。

「こんなんはけないじゃん」

「いやいや、はけるって。裾は折ってさ、ゴムは入れなおせばいいじゃん。ほらあれだよ。エ

コだ」

　ええー、という顔を泉くんはしたが、その日のお風呂上りにパジャマ代わりにはいているとこ

ろを兄は目撃して、牛乳をむせこんだ。

「あ」

　履こうとした靴下に穴が空いていることに兄は気がついた。仕方がないので捨てようとしてい

たところへ、泉くんが通りかかる。

「あ、蓮。これやるよ」

「何？」

　一瞬嬉しそうな顔をして、さっとその表情を隠した泉くんは、手渡されたものを確認すると、

顔を黒くして、力いっぱい兄の顔にそれを投げつけた。



51話　うっかり、ぎゅっ（森さんと鳥野くん）

　森さんは最近、鳥野くんとのふれあいが足りないと考えていた。

「恋人同士なのに、こんなことではいけないと思うのです」

　森さんは桜木さんに訴える。

「うーん。でも、鳥野くんはあんまりべたべたするの、好きそうじゃないよね」

「ええ。わたしも鳥野くんに嫌がられたくはありません。そこで、うっかりを装って、ぎゅっと

抱きつけば良いと思いつきました」

　森さんは人差し指を立てて言った。

「······がんばれ」

　桜木さんは、いくつかの言葉を飲み込んで、無責任なエールを送った。

　森さんは廊下の前方に鳥野くんの姿を補足した。移動教室の途中である。

　途中で気づかれないように、足音を潜めて距離を詰める。

　よし今だ、というタイミングで森さんは地面を蹴った。

　目をつむって、えいやと抱きつく。

「す、すみません。うっかり躓いてしまって」

　用意していた台詞を、とっておきの恥じらいを込めて言いながら、上目遣いに視線を上げた。

「······早く離れろ」

　告げられた台詞と、ばちりと合った冷め切った瞳に、森さんは硬直する。

「な、なんであなたが！」

　うっかりを装って抱きしめたのは、何とうっかり、雨宮くんだった。

「こんな廊下で抱きつくとか、どういう趣味してるの」

　雨宮くんはうっかりときめくはずもなく、蔑みの眼差しで、森さんを見下ろした。

「違うんです。わたしは鳥野くんを！」

　そういえば鳥野くんはと首を回せば、にょきっと雨宮くんの首の両脇から腕が伸びてきたのに

目が留まった。伸びてきた腕はがしっと雨宮くんの首を力強く抱きしめる。

「うっ、と、鳥くん？」

　雨宮くんは苦しげに目だけを背後の鳥野くんに向けようとする。

「まあ鳥野くん、どうしてそっち側なんですか？」

　不満げに森さんは、雨宮くんを抱きしめる腕に力を込めた。

「う、苦しい」

「だって、雨宮を締める遊びなんだろう？」



　感情の読めない瞳で、鳥野くんも雨宮くんの首に回した腕に力を込める。

「物騒な遊びをしないでよ！　本気で苦しいから！」

　雨宮くんは渾身の力で、前後の二人を振り払ったのだった。



52話　風が冷たくなってきましたね（森さんと鳥野くん）

　軽く風が吹いて、森さんは空を仰いだ。風が吹くと空を見上げたくなるのは何故だろう。スカ

ートの襞が膝をくすぐって、森さんは小さく微笑んだ。

「風が冷たくなってきましたね、鳥野くん」

　一歩先を行く鳥野くんに、飛ぶように追いついて、森さんは綺麗に微笑んだ。

　鳥野くんは一度だけ森さんを見る。

「そうだね」

　そっけなく一言だけ返事をした。返事をくれるだけ、鳥野くんは機嫌が良いというものである

。

「手をつなぎませんか？」

　森さんは提案した。

「言うと思った。ワンパターン」

　鳥野くんは森さん側の手をポケットに突っ込んだ。

「心を読まれているとは、熟年夫婦のようですね」

　めげずに森さんは、ささっと鳥野くんの反対側の隣りへ移動する。

「森さんが分かりやすいほど、行動に進歩がないんでしょう」

　もう片方の手も、鳥野くんはポケットにしまってしまう。

「まあ」森さんは不服を表明するために、頬を膨らませた。「それでは、腕を組みましょうか？

」

「一人で組むなら好きにすれば？」

　鳥野くんは足を速めた。

「待ってください」

　森さんは慌てて追いかける。

「鳥野くんは相変わらず冷たいですね」

　森さんは少しばかり声を尖らせた。

「それは心外」

　鳥野くんは言って、片手をポケットから出して森さんへ差し出した。

　森さんが咄嗟のことに、鳥野くんの手と顔を交互に見比べていると、鳥野くんが面倒だとばか

りに森さんの手を掴む。

「ほら、森さんのほうが冷たい」

　温もった手で鳥野くんが口の端を上げた。





53話　叶わなくても（桜木さん）

　桜木さんはノートを提出に、職員室に入った。数学のノートである。一緒に持っている紙袋

には、大きめのお弁当箱が入っている。ノートの提出が遅れたお詫びということで、一緒に渡そ

うという桜木さんの作戦だった。多少不自然かもしれないが、なるべく軽い感じで渡せば大丈夫

なのではないか、と自分を励ました桜木さんである。

　破裂しそうな心臓に鎮まれ鎮まれと命じながら、一直線に窓際の武藤先生のほうへ向かう。指

先が震えて、手の平にじわりと汗が滲んだ。

　武藤先生は姿勢を正してパソコンに向かっていたが、ふとその背が屈むと、引き出しから何か

を取り出した。

　隣りの席の小林先生が見咎めて、「あ」と声を上げる。

「早弁ですかー、武藤先生。そりゃあ愛妻弁当が待ちきれないのは分かりますけど、教師として

いかがなものなんですか」

「次の時間は授業がありませんから。先に食事を済ませて午後の授業の準備をしたいだけです」

　淡々と事実だけを述べた武藤先生に、小林先生はつまらなそうに肩をすくめた。

　桜木さんは気がついた時には職員室を出て、廊下で立ち止まっていた。胸にはノートを抱いて

、もう一方の手には紙袋を提げたままだ。中のお弁当がずしりと重く感じる。

　ああ、泣いてしまいそう、と桜木さんは思った。

　喧騒が遠い。

　そろそろ教室に戻らなければ、チャイムが鳴ってしまうとどこか理性的に考えていた。

　次の授業は何だったかしら。

　数学でないことは確か。

「次、英語だよ」

　声に、桜木さんは顔を上げる。

　泉くんだった。

「あ、何だ。泣いてなかった」

「こんなところで泣くわけないわ」

　持っていたノートで泉くんを叩くと、涙は奥のほうへ引っ込んだ。

「あれ、ノートも提出しなかったの？　あんまり遅れると怒られるんじゃないの。そういうの厳

しそうだし」

「怒られるのもいいかなって。怖くて泣いちゃうかもしれないけど」

　冗談めかして桜木さんが笑う。

「ははは。可哀想な桜木さん」



　泉くんも笑った。

「失礼ね」桜木さんはもう一度叩こうかと思ったけれど、思いとどまった。「まったくもう。何

しに来たのよ」

　おかげで感傷にも浸り損ねた。

「I have design on your lunch」
　泉くんは気障に片目をつむる。

　桜木さんは後で辞書を引こうと心に決めた。



54話　告白相談室ver.2（千草くんと雨宮くん）

　雨宮くんは状況が理解できなかった。

　否、状況は明確だ。

　場所は放課後に立ち寄ったファーストフード店。空腹だったので、目の前にはフライドポテト

とアイスコーヒー。そこまでは良い。

　理解できない、否、したくないのは、目の前に笑顔の男子生徒がいることだ。しかも、名前も

知らない。

「一度話してみたいと思ってたんだよね。君、10組の雨宮くんでしょう？」
　しかし、相手は雨宮くんのことを知っていたようだった。

「そうだけど」

　警戒を解かないまま、雨宮くんは相手の出方を待った。にこにこと悪意も見せずに笑ってい

るが、腹の内は知れない。

「俺は2組の千草。よろしく」
　そう言いながら千草くんは雨宮くんのポテトを摘んで口に運んだ。

　何だこいつ、と雨宮くんの不審が高まる。

　千草くんは雨宮くんの視線を気にした風もなく、自分の飲みものを手に取った。ストローを上

がる液体の色から察するに、中身はオレンジジュースだ。

「おい。用件は何だよ」

　焦れて、雨宮くんは千草くんを睨みつけた。

「ふふふ。隠しても、もう俺にはわかってるんだよ、雨宮くん。俺たちは、同じ穴のムシロだ

から」

「······ムジナか？」

「突っ込みもバッチリだね！」

　ぐっと親指を立てられて、雨宮くんは律儀に突っ込んだことを後悔した。もう相手にすること

は止そう。とりあえず空腹を充たすために黙々とポテトを口に運ぶ。

「熱心にあの子を見つめていたでしょう？」

　千草くんの言葉に、雨宮くんがむせる。

「な、何のことだよ」

「大変だよねえ、クラスが遠いと接点もなかなかないから。俺はまだ、隣りのクラスだから教科

書借りに行ったりとか色々できるけど」

「な······」



　熱心に見つめていたといえば、鳥野くんだ。もちろん親友として彼が困っていないか気にかけ

ていたに過ぎないのだが、もしかして目の前の彼も、鳥野くんの親友の座を狙っているのだろ

うか。それは譲れない。

　雨宮くんは呼吸を取り戻すと、いぶかしむように千草くんを見つめた。

「言っただろう？　同じ穴のモグラだって」

「お前、それわざとだろう」

　下らないボケに気勢を削がれる。

「え？　何のこと？」

　千草くんはきょとんと目を丸くした。

　雨宮くんはため息を吐く。どうにも調子が狂う。

「で、だからって、俺に何の用があるわけ？」

　親友の座を巡って、宣戦布告、ということだろうか。負けられない。

「うん。彼女の魅力について、一緒に語り合いたいなぁと思って」

　にこりと告げた千草くんの台詞を、雨宮くんは頭の中で繰り返す。

「ちょっと待て。誰の話をしてる？」

「うん？　君も、森ちゃんのことが好きなんだよね」

　テーブルをひっくり返したいのを、理性で何とか踏みとどまった雨宮くんだった。



55話　読書の秋（森さんと鳥野くんと雨宮くん）

　鳥野くんは図書室で本を読んでいた。

　森さんが隣りにいるのはいつものことだが、今日は向かいに雨宮くんもいる。

　黙々と鳥野くんが本を読む中、森さんと雨宮くんは、「なんであなたがいるんですか！」とい

う視線をぶつけ合っていた。

「ねえ、鳥くん。何を読んでるの？」

　興味津々で、雨宮くんが鳥野くんの読んでいる本の表紙を覗き込もうとする。

「何でもいいだろう」

　鳥野くんは素っ気無い返事をかえし、森さんは雨宮くんをふふん、と鼻で笑った。

「鳥くん。何かおススメの本ってない？　鳥くんとは趣味が合うから、面白い本知ってたら教え

てよ」

　しかし、雨宮くんはめげずに鳥野くんに話しかけた。

「面白い本を他人に教えてやる趣味はない」

　鳥野くんは顔も上げずに答えた。雨宮くんはさすがに肩を落とす。

「ふふふ、雨宮くん、鳥野くんに嫌われてしまいましたね」

　勝ち誇った森さんの頭頂部に、本の角が刺さった。

「うるさい」

　犯人は隣りの鳥野くんだ。

「すみません」

　森さんは涙目で、雨宮くんは笑いを堪えて肩を震わせている。

「わたしも本を読みます」

　森さんは雨宮くんを無視して、鞄から読みかけの本を取り出した。

「ああそれ、妹が犯人かと思いきや、妹の飼ってたインコが犯人だったやつ」

　雨宮くんが森さんの取り出した本の表紙に目を留めて言う。

　森さんはぴしりと固まった。雨宮くんはすまし顔でにこりと微笑む。

「······もうこれは読み終わったので続きを借りようと思っていたのです」

「ああ、次の巻は行方不明だと思われていた主人公の恋人が実は死んでたことが分かる衝撃のラ

ストだったよ」

　森さんは、はっと息を呑んで唇を噛むと、わなわなと肩を震わせた。

「最低だな、雨宮」



　低い声で鳥野くんが言う。

「ですよね！　鳥野くん！」

　ぱっと森さんの表情が明るくなった。

「······最終巻で、実は死んでいると思われた主人公の恋人が、宇宙から帰ってくるんだ」

　鳥野くんの言葉に、森さんは口を半ば開いたまま硬直し、向かいの雨宮くんも目を見開いて動

きを止める。雨宮くんも最終巻は読んでいないものだったらしい。

　ようやく静かになった二人に、鳥野くんはにこりと笑むと、再び本に目を戻した。

　図書室ではお静かに。



56話　五十嵐さんファンクラブ

　弓道部の由ちゃんは、部室でめそめそと泣いていた。

「どうしたの？」

　五十嵐さんが尋ねると、隣で慰めていた結ちゃんが答える。

「好きな子に彼女がいたんだって。まあね、仕方がないよね」

　ぽんぽん、と結ちゃんは由ちゃんの肩を優しく叩いた。

「うあーん。でも悲しいものー」

　由ちゃんは両手で顔を覆って、声をあげた。

「そっか」

　五十嵐さんは屈んで、由ちゃんの頭を優しく撫でた。

「五十嵐さん······」

「泣かないで、由ちゃん」

「五十嵐さーん！　好きー！」

　由ちゃんはうわーん、と五十嵐さんに抱きついた。

　また別の日。結ちゃんは、授業で集めたノートを職員室へ持っていくところだった。

「お」

　両手が塞がっていて、職員室の扉を開けられない。

「えーと」

　ノートの山を胸に引き寄せ、片腕と顎を駆使して支え、ふるふると空いた指を扉へ伸ばす。

「何してるの、結」

　と、後ろから苦笑と共に腕が伸びて、がらりと職員室の扉が開けられた。

「五十嵐さん！」

　結ちゃんは目を見開いて後ろを振り向く。

「半分持とうか、ノート」

「王子か！」

　結ちゃんは瞳を輝かせて叫んだ。

　放課後、弓道部の部室で、五十嵐さんはため息を洩らした。

「どした、五十嵐。恋わずらいか？」

　小松先輩が袴の紐を締めながら五十嵐さんの顔を覗き込む。

「いや。何ていうか、最近、結と由の視線が······」

　言いながら、五十嵐さんはちらりと後ろに目を向けた。

「きゃー、五十嵐さんがこっちを見たわ！」

「目があっちゃったー！」



　五十嵐さんに背後から熱視線を送っていた結ちゃんと由ちゃんが両手を合わせて、花とハート

を飛ばす。

「なるほど」

　小松先輩はさすがに苦笑した。

「まあいいんですけどね。二人とも可愛いから」

　五十嵐さんの台詞に、再び結ちゃんと由ちゃんが歓声を上げる。

「······お前にも問題があるな、五十嵐」

　小松先輩はきょとんとする五十嵐さんに、やれやれと肩をすくめた。



57話　秋の味覚王決定戦

「栗です」

　人差し指を立てて、森さんが言った。

「ご飯にしても美味しいうえに、お菓子にもなります。周りがイガに包まれているというところ

も神秘的で素敵ではありませんか」

「イガって神秘的？」

　一同が首を傾げる。

「とにかく、わたしは栗が秋の王様だと思います」

　両手で机に手をついて、森さんは主張した。

「えー、俺は柿だと思うなぁ」

　言い出したのは泉くんだ。

「渋いのと甘いのがあるのもいいよね。渋柿も干して待てば甘くなるっつーのもオツじゃん」

「泉くんって好みがおじいちゃんだったのね」

「えー、美味いじゃん、柿」

　泉くんは腕組みをした。

「はーい、わたしは梨が好きー」

　元気よく手を上げたのは桜木さんだ。

「やっぱり梨でしょう！　最近は色んな品種がスーパーで買えるから、楽しいよね」

「ちなみに、どの品種のやつが好きなの？」

「んーと、水っぽいやつ！」

　どの品種が好みのものか、覚えてはいない桜木さんだった。

「えっと、俺はさつまいもかなぁ」

　えへへ、と照れながら会話に混ざってきたのは千草くんだ。

「芋掘りとか、楽しいよね。みんなで行きたいなぁ。あ、あと、焼き芋とか！」

「芋掘りはともかく、焼き芋はみんなでしたら楽しそうだね」

「うんうん！　是非しようよ！」

　千草くんは両手を握って瞳を輝かせた。

「秋っていったら、新米だろう？」

　他の人たちの意見に呆れたように肩をすくめながら、鳥野くんが言った。

「明らかにナンバーワンだろうが」

「反論できない···けど、反則な気もするんだが」

「ふん」



　鳥野くんは口を曲げた。

「あー、でもこんな話してたら腹減ってきちゃったよなー」

「本当。あ、帰りにタイヤキ屋さんに寄ってこうよ。わたし割引券持ってるー」

「いきなり秋も何も関係なくなったな」

「まあまあ、いいじゃないですか」

「うんうん、楽しいよね！」

　お腹を空かせた彼らは、ぞろぞろと立ち上がって、教室を出て行った。

　誰もいなくなった教室で、秋が黄金色に輝いていた。



58話　君は僕の好きな人（千草くんと森さん）

　歩く姿が好きだ。

　背筋もしゃんと、前を向いて迷わない。

　長い髪が綺麗に揺れる。

　話し方が好きだ。

　凛とした声で、丁寧に言葉を使う。

　彼女の作る空気はいつも穏やかで明るい。

　どこにいても、すぐにその姿を見つけられる。

　どこにいても、すぐにその声が耳に入る。

　見つければ嬉しくなる。

　かける声が自然と弾む。

　振り向いてくれれば笑顔になる。

「千草くん」

　名前を呼ばれると、いつまでもその声が耳に残る。

「おはよう、森ちゃん」

　名前を呼ぶとき、いつもより声が緊張する。

　光は眩しくて、

　空は爽やかで、

　風は透きとおり、

　世界は美しい。

「今日は忘れ物しなかった？」

「うん、大丈夫。あ、森ちゃんは？」

「わたしも大丈夫です」

「なんだー。忘れてくれれば、今日は俺が貸してあげられたのに」

「ふふ。では、忘れたときは、千草くんを頼りにしますね」

「まっかせてよ！」

　声が弾む。

　言葉が弾む。

　心が弾む。



「ねえ、森ちゃん」

「はい」

　君が好きだよ。

「へへっ。何でもない」

「まあ。そういわれると気になってしまいます」

　君を困らせずにこの気持ちを伝える方法を、まだ探している途中なんだ。



59話　恋じゃないよ（泉くんと桜木さん）

「泉くんって、最近桜木さんと仲良いよねー」

　隣りの席の女性徒に話しかけられて、泉くんは目を瞬いた。

「そう？」

「うん」

　女性徒は意味深ににこりと笑ったきり、追及はせずに他の友だちへ話しかけた。

　泉くんは、ふむ、と頬杖をついて桜木さんのほうへ目を向ける。

　彼女は森さん、鳥野くんと何やら話しながら楽しそうに笑っていた。

　良かった、と思う。

　笑っていてほしい。

　けれども、それは桜木さんだけではなく、他の女の子みんなにそう思うのだ。

　お昼休み。

　泉くんは購買でパンをたくさん買いこんで教室に戻った。

「はー腹減ったー」

　桜木さん、森さん、鳥野くんの輪に当たり前のように加わる。鳥野くんは嫌な顔をしたが、そ

れもいつものことだ。

「泉くんはいつもたくさん食べますよね」

　森さんが泉くんの買いこんできたパンの山を眺めながら感心したように言った。彼女の前には

小さなお弁当箱がふたを開けている。

「森さんが少食すぎ。高校生男子はこれくらい普通だよ？」

　言いながら、泉くんは焼きそばパンの袋を開けた。ぱりっと良い音がする。

「あー焼きそばパン！」

　口をあけて食べようとしたところで、桜木さんの声が飛んだ。かぶりつこうとしていた口を引

っ込めて、にやりと口角を上げる。

「へっへっへー。今日はちょっと早く授業が終わったからね」

　勝ち誇ったように泉くんは焼きそばパンを小さく左右に振った。購買で１、２を争う人気のパ

ンなので、出遅れれば手に入れることはできないのだ。

「いいなー」

　桜木さんは素直に羨望の眼差しを焼きそばパンに向ける。

「いいだろうー」

　泉くんも素直に鼻を高くして、再び大きな口をあけた。

「あー！」



「······何」

　食べようとした途端に、大きな声をあげられて、泉くんはあけた口を空振りして桜木さんを

見た。

「いいなぁ」

　桜木さんはじーっと今度は羨望の瞳を泉くんに向ける。

「······おにぎり、それ、中身何？」

　泉くんは諦めたようにため息を吐いて、桜木さんのお弁当に目をやった。

「梅干」

　桜木さんが答える。

「梅干かー······今度はたらこにしてよね」

　泉くんはすっぱい顔をして、桜木さんに焼きそばパンを手渡した。

「ぜいたくだなぁ」

　桜木さんは焼きそばパンを受け取りながら、ご機嫌な笑みでお弁当箱を泉くんに差し出した。

泉くんは差し出されたお弁当からおにぎりを一つ手に取る。

「ふふ」

　森さんが可笑しそうに小さく笑った。

「何、森さん」

「いえ、兄妹のようで微笑ましいなぁ、と思いまして」

「あ、そ」

　泉くんは肩をすくめておにぎりに口をつけた。すっぱい顔になる。梅干は実は苦手だった。

　一方の桜木さんは焼きそばパンにかじりついて幸せそうに頬を膨らませていた。花が飛んでい

るような錯覚まで見える。

　兄の気持ちってこういう感じなんだろうか、と泉くんは思い、すっぱい顔を少しだけ甘く緩め

たのだった。



60話　帰り道（森さんと鳥野くん）

　帰りのHRが終わり、鳥野くんが席を立つ。
「森さん、帰るよ」

　一度だけ森さんの方を見て声をかけると、特に待たずに教室を出て行った。

「はい」

　森さんは綺麗に返事をすると、鞄を持って席を立つ。

「さようなら、桜ちゃん」

「うん、また明日ね」

　桜木さんに手を振って挨拶をすると、足早に鳥野くんを追いかけた。

　廊下を少し行ったところで鳥野くんの背中に追いつく。

「今日は本屋さんに寄るのですか？」

「ううん。真っ直ぐ帰るけど。何か用事でもあった？」

「いいえ」

　森さんが追いつくと、ゆっくりだった鳥野くんの歩みがわずかに速くなった。

　階段を降りて、昇降口で靴を履きかえる。途中で何人かの知り合いとすれ違い、「じゃあね

」「ばいばい」と森さんはにこやかに挨拶を交わした。鳥野くんは「ああ」とか「うん」とか、

表情も変えずに短く返事をしただけである。

「日が暮れるのが早くなりましたね」

　夕陽に手をかざして森さんが言った。

「そうだね」

　興味がなさそうに鳥野くんはすたすたと歩く。夕陽は彼の右側に当たっている。左側に長く伸

びる影に、森さんは追いついて、踏みつけた。

「少し寒くありませんか？」

　森さんが鳥野くんの顔を覗き込む。

「またそれ？」

　鳥野くんは不合格、と手をポケットに突っ込んだ。

　森さんはしばしうーんと考える。

「手をつなぎたいです」

「直球だね」

「駄目でしょうか？」

　鳥野くんは答えずに足を速めた。

　森さんはちょっと膨れて追いかける。



　校門を出たところで鳥野くんは森さんに手を差し出した。

「お手をどうぞ？」

　ぱっと森さんの顔が明るくなる。

「はい！」

　森さんは鳥野くんの手に手を重ねた。

「明日も一緒に帰りましょうね？」

「何突然。明日のことなんか知らないよ」

　鳥野くんはそっけない。

「明日は腕を組んで帰りましょう」

「嫌だね」

　鳥野くんはため息をついた。森さんは可笑しそうに笑う。

　夕陽が眩しく、二人の輪郭を縁取っていた。
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